
７月 ８日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所　ふらっとｋｅｎｙｕ

＜目的＞

＜成果＞

令和6年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先の企業や事業所等の意見または評価

利用者の知識・能力向上に係る実施のねらい

　関節への理解を深める。

　　　　　　　　　研修内容の理解度に個人差がでているので何度か受講することが望ましい。

令和　　６年

利用者数　　9名

住　所 宇都宮市泉町６－２５ 管理者名 坂本　一

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 ふらっとkenyu 事業所番号 ０９１０１０１３８５

実施日程　令和６年７月８日

電話番号 028－611－1400 対象年度

　　　　　　　　　　　・　普段からの練習が技術の定着につながるので練習に励みたい。

　　　　　　　　　　　・　実際にお客様に施術し、可動域がひろがった。

実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要

　　　　　関節モビライゼーション

利用者にとってのメリット

　普段の施術に加えた新しい技術の習得。

　1回のレクチャーではなかなか習得が難しい。

課題点

実施した結果・得られた成果

　いつも筋肉に対してのアプローチが主だったが関節への

　理解が深まった。

連携先企業（担当者） 藤井　亮輔　鍼灸学博士

利用者からの意見・評価

様式２


